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農水省調べ





我が国のエネルギー自給率（OECD加盟国中３８ヵ国中・・・37位）経済産業省データより



我が国のエネルギー自給率推移 経済産業省データより

一次エネルギー：

石油、天然ガス、石炭、原子力、太陽光、風力などのエ
ネルギーのもともとの形態

エネルギー自給率：

国民生活や経済活動に必要な一次エネルギーのうち、自
国内で産出・確保できる比率



基幹的農業就業者人口推移

1960年 1980年 2010年 2023年

農業人口(万単位） 1175 413 205 116
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人類が地球上で存在していく為に超えてはならない限界値
【９項目中すでに６項目は境界値突破】



解決策の一つとして旬のものをバランスよく食べる
（飽食の時代を生きている私たちは、食べ物の旬がわからなくなっています。）

国内で作られた旬のものを食べることは、食料自給率を上げるきっかけになります。

旬の食べ物は、その地域や季節の気候で余分な手間やコストをかけず、美味しいものを
作ることが可能です。その季節ごとに作りやすい食べ物の需要が高まることで、生産者
側の負担が減ります。また、旬のものは味がいいことに加えて栄養価も高く、旬のものを
食べることは健康面でも良い効果が得られ、健康寿命（医療費の削減）にも貢献できるの
ではないでしょうか？
さらに、地元で作られたものを地元で消費する地産地消の実践も推奨されています。
国内で採れる米や野菜を中心とした、身体にも優しい食事をとるようにしましょう！

その食材の産地・その食材の栽培方法・おいしい調理の方法・伝統的な食べ方など、食
べ物に興味をもって知ろうとすることは、食生活の豊かさにもつながり、自然と共に生きる
ことの大切さ、身土不二を感じられるきっかけになるのではないでしょうか

日本の食料自給率を上げるためにはどうすればいいのでしょうか？



取組の経緯

•昭和３７年頃より医者を中心に『農村医学研究会』が設立さ

れ、当時の農家の生活実態と農薬被害などを調査していまし

た。その後、農家と消費者の健康を願い、有機農産物の生産

流通の拠点として、『くまもと有機の会』の前身である『熊本県

有機農産流通センター』が昭和５１年設立、その後有機農業

を幅広く伝えていくために、昭和６０年『くまもと有機の会』が

設立しました。



くまもと有機の会 昭和６０年設立



三身一体の考え

生産者

消費者 流通
提携



提携活動

生産者・消費者・流通の定期的な話し
合い（提携委員会）

生産地の産地見学（あぜ道流）

田植え・稲刈りなどの交流会

生産者・消費者の料理教室

講演会・勉強会の開催



経営状況

• 作付面積 ６０ヘクタール以上

• 栽培面積はほぼ変わらず、日本の農家人口が急激に減少傾向の中、当会の有機農家数と

作付面積は維持している

• 年間作付け品目は１００種類を超え、標高０メートルから８００メートルの産地リレーしながら

有機農産物の年間安定供給を実現している

• 例えば有機ニンジンの反収は１．５倍から３倍ほどに拡大 野菜の中身も積極的に分析



有機栽培の技術が向上し高品質多収穫を実現



目標

•消費者・販売者・加工者などとの相互理解関係の構築

•有機資材 堆肥などの近隣での調達など（安定供給・有効利用）

•有機栽培における高品質・多収穫技術の更なる普及（学びの場・普及員）

•自給率向上（カロリーの摂れる農産物の生産と販売）＊有機米の拡大



循環できる良質堆肥利用



取組のポイント・・有機農業の長所を活かす栽培技術・理論

•生産面では、 半世紀のにわたる経験と実践、２０年前よりＢＬＯＦ理

論の勉強会を開始

•容積法による土壌分析の導入

•施肥設計ソフトによる栽培管理の実施

•農産物の栄養分析 有機でさらに栄養が高いさらに多収穫できれば

選ばれる



容積法…重量法では最大200％の誤差が…
この設計ソフトは,15年間14万件のデーターから作られた



栄養価コンテストにおいて毎年違う畑の違う品目等で受賞





昨年度も当会の生産者が受賞



地域内外との連携や工夫したポイント

• 有機の農地を集約していくこと

• 他産地との連携により運送コストの削減

• 旬のものをバランスよく作る産地リレーと、バランスよく消費してもらうための有機野菜宅配ボック

ス供給システムの構築、継続のための相互理解・相互扶助の活動

• 生産者・消費者・流通の提携関係 産地見学 農業体験（田植え稲刈り、シイタケ菌打ちなど）

• 子供食堂への有機農産物の提供（食の大切さ、美味しさを感じてもらう）

• 有機農業技術の継承（勉強会や学校を作り、学べる場を提供していく）



２０１８年より地域の子供食堂への有機野菜提供を続けています



有機担い手のために令和４年度有志が集い、
熊本県に有機の学校を開校や有機農業学習会の開催



未来に繋がる持続可能な農業推進コンクール平成28年度・令和４年度・２度の受賞
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